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１１１１    はじめにはじめにはじめにはじめに    

 私たち NPO 法人アルキメデスは、青森県上北郡東北町にある「みどりの大地とロマン

の森公園 」にある茅葺き家屋「まなか」を拠点とした、まちづくりと環境保全を主な活

動とした団体です。 

その活動エリアは、上十三地域を対象とした広域的な連携活動と地元東北町での協働

による活動に分けられます。地域づくり、まちづくり、そして環境保全活動に分けられ

ます。 

その活動内容は、広域的連携活動として上北地域県民局が進めている VIEW 上北推進事

業における七戸町新幹線七戸十和田駅から東北町・三沢市・六ヶ所へ至る新たな上北地

域の観光ルートの開発とそのルートの「日本風景街道」登録を目指したパートナーシッ

プの構築による地域づくり活動の推進、東北町にあっては茅葺き家屋「まなか」を拠点

として、5月のスキー場ゲレンデをスイセンで埋め尽くそうという企画の「スイセンを

植えよう会」をスタートに 6 月はみどりの大地とロマンの森公園および東北町乙供地区

を流れる赤川での「清掃活動」7 月は小川原湖湖水祭りでの「手づくりいかだレース」、

8 月は赤川での「灯篭流し」、9 月は「日の本中央たいまつ祭り」、11月は赤川の「河川

の現況踏査」などを協働により実施しているほか、年に 2～3度企画提案による事業を実

施しています。 

 

  1111－－－－1111    事業趣旨事業趣旨事業趣旨事業趣旨    

 青い森鉄道利活用ビジョンのアクションプランの実践に向けた企画及び取組を進める

事業の一環として、乙供駅を起点とする地域性を活かした体験ツアーを実施するほか、

青い森鉄道線沿線の地域資源の発掘を行うことで、青い森鉄道線への誘客を図り、また、

その実施過程を通じて、将来的な観光ビジネスに繋げるための住民、NPO、企業、行政等

連携体制を構築し、地域におけるマイ・レール意識の醸成を図ることを目的とする。 

 

 

1111－－－－2222    事業内容事業内容事業内容事業内容    

昨年度の実施結果を踏まえ、以下 a～cに留意した上で、下記 i.～iii.を実施し、東北町

（乙供駅）における鉄道を利用した体験型観光ルートを開発する。 

 

実施内容： 

i. 青い森鉄道線沿線の地域資源の発掘 

ii. 体験型観光ルートの企画 

iii. 体験型観光ルートの実施・検証 
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留意点： 

a. 鉄道の利用 

体験型観光ルートは、電車を利用して参加することを条件とし、鉄道の利用を促進

するものであること。 

b. 温泉資源の活用 

 地域資源として温泉を活用し、地域の活性化に資するものとすること。 

c. 沿線住民参加型の地域資源発掘でマイ・レール意識の醸成 

 青い森鉄道線（目時～青森間）の地域資源発掘は、公募などによる沿線住民参加型

で行い、マイ・レール意識の醸成を図るものとすること。 

 

2222    取組取組取組取組のののの企画企画企画企画    

2222－－－－1111    実施日及実施日及実施日及実施日及びびびび場所場所場所場所    

実施日：平成 21年 11月 08日（日） 10:00～15:30 

場  所：東北町乙供駅集合～沿線史跡など 

 

2222－－－－2222    地域資源発掘及地域資源発掘及地域資源発掘及地域資源発掘及びびびび体験観光体験観光体験観光体験観光ルートルートルートルートのののの開発開発開発開発にににに至至至至るまでのるまでのるまでのるまでの検討状況検討状況検討状況検討状況    

昨年度から引き続き、青い森鉄道利活用ビジョンのアクションプランの実践に向け

た企画及び取組を進める事業の一環として、乙供駅を旅の起点として利用した観光ル

ートの開発を行った。 

今回のルート開発当初では、昨年度報告書「５ 事業の検証を踏まえた展開」に挙

げられた「ファミリー・サイズのおもしろ科楽コース」と「たいまつ祭り・温泉セッ

ト・コース」のアイディアをもとに、鉄道・温泉・食・おもしろ科学を組み合わせて

東北町「たいまつ祭り」への参加も組み込んで、普段は「見に行く」ことしかない沿

線のイベントに地域住民とともに「住民の目線から」参加してもらうことにより地域

への愛着をよりもたせ、活性化につなげていくという企画が提案された。然しながら、

地域側の観光客受け入れ態勢が未だ整っておらず、「たいまつ祭り」当日に「ただの見

物ではない外部からの祭り参加者」への「おもてなし」を提供できる施設や組織が充

分でなく、今回は観光地としての将来の本地域への問題提起という形にとどまった。

「沿線の団体・事業者との連携」がここにあるような観光ルートを実践していく上で

の今後の課題である。 

上記のことから、今回のルート開発では沿線イベント参加型ではなく、同５に挙げ

た「スロー・ライフ＆ホット・スパ ミドルエイジ コース」に基づき、今話題のヘ

ルス・ツーリズムのアイディアを観光要素に取り入れる形で「モール温泉」という「癒

し」を前面に押し出し、現在、上北地域県民局がすすめている VIEW 上北推進事業の日

本風景街道登録に向けてつくり上げた地域に眠る史跡・歴史・絶景ポイント・郷土食

などを組み合わせた「奥州街道と縄文のみち」ルートを参加者へいち早く紹介し、モ

ール温泉と「奥州街道と縄文のみち」の企画をした。 
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特に今回の企画では、ツアーで配布された入浴チケットを利用して、帰宅の際に適

度に疲れた状態でスケジュールにとらわれることなく自由にモール温泉に入り、実際

の「癒し感」を体験してもらうことができるように温泉入浴をツアー時間外に取り入

れた。これにより、ツアー自体のスケジュールも入浴に時間を取られることなく、温

泉以外の地域資源へ重点をおけられるようになった。この体験ルートを商品化する場

合においても、観光して各地を巡った後に温泉に一泊して癒しを体験するという設定

であるため、ツアー後の温泉は実際の商品ルートに近いものと言える。 

さらにこの企画では、参加者が観光地として青い森鉄道線沿線についてより深く考

察できるように、当日のイベントに参加する前に、あらかじめ「青い森鉄道沿線 私

の一押し ツアー・ルート」や「青い森鉄道沿線 私の絶景ポイント」として観光ル

ートや地域資源について考えた上で応募する形とした。（参照：参加募集チラシ）地域

の観光資源とはどんなものか、他地域の人々に地元を紹介したいときに何が「面白く・

楽しく・魅力的である」のか、参加者自らが知らず知らずのうちに能動的に考えなが

ら楽しく学べるように工夫した。これにより地域を愛する「くにほめ」の精神が育ま

れて鉄道沿線地域住民が元気になり、鉄道沿線と鉄道に対する愛着が高まってマイ・

レール意識が醸成され、地域が底から盛り上がって活性化する原動力の一環となり、

それがさらに青い森鉄道の利用へと繋がっていくと考え、今回の体験型観光ルートを

開発した。 

 

3333    取組取組取組取組のののの実施状況実施状況実施状況実施状況        

  3333－－－－1111    青青青青いいいい森鉄道沿線森鉄道沿線森鉄道沿線森鉄道沿線のののの地域資源地域資源地域資源地域資源のののの発掘発掘発掘発掘    

 青い森鉄道沿線には温泉が数多く点在し、特に東北町には、かつてドイツと北海道

の二ヶ所にしか存在しないとされた「モール温泉」という亜炭層を通過することで黒

い湯として湧出する温泉があり、ヘルス・ツーリズム・ブームの昨今、健康に良いと

いうことで話題となっている。今回の企画では、その話題性を活かし、モール温泉で

沿線住民の注意を喚起し、地域にある温泉と様々な史跡や景色などを結び付けて観光

資産という角度からそれらを見てもらい、観光地としての地域資源とは何かを一緒に

探ってもらう。 

 参加者には事前に「青い森鉄道沿線 私の一押し ツアー・ルート」と「青い森鉄

道沿線 私の絶景ポイント」として、新たな地域の見所を紹介してもらい、予め観光

という切り口から沿線地域を考えた上で当日に臨む形をとる。これにより、鉄道を利

用して現地に向かう過程から既に「観光を考える視点でものを見る」ことを自然に始

められ、バスにて試作ルートを巡る時点においても、観光客の立場だけではなく「も

てなす側の視点」からも地域を見て観光資源を探るきっかけを与えることができる。

さらに、「先ず自分が地域を知ってそれを人に知らせる意識を高める」ことにより、自

然なかたちでの「観光ガイドの育成」にもつながっていく。 

 イベント当日のルートでは、参加者に一里塚や庚申塚などの史跡の他、小川原湖が
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見渡せる場所などの美しい風景の場所や土地にまつわる歴史なども広範囲に紹介し、

普段何気なく通り過ぎている「そばにあるもの」の中に目新しい地域資源としての価

値があることを共感してもらう。 

また、特産品を活かした郷土食を昼食に提供することにより郷土食への興味を喚起

し、それを茅葺き家屋「まなか」という古民家施設にていただくことで、「地域ならで

は」の田舎の雰囲気も併せて味わってもらう。 

さらに、「モール温泉入浴チケット」や「東北町特産品いろいろ詰め合わせセット」を

景品として活用することにより、普段「そこにあることが当たりまえ」という何気な

い感覚で利用している・食べているものが観光商品として成り立つということを考え

る機会を与えることができる。 

 

  3333－－－－2222    体験型体験型体験型体験型ルートルートルートルートのののの企画企画企画企画    

3－1 で発掘した地域資源を鉄道の活用が図られるよう以下のようにマッチングさせ、

観光ルートを企画した。 

a. 鉄道の利用 

 参加者には当日鉄道を利用してＪＲ東北線（青い森鉄道）「乙供駅」に集合

してもらい、観光の雰囲気作りを高めていく。 

b. 温泉の活用 

ワークショップにて「モール温泉」のチケットを参加者に配布することで、

実際に温泉に入って温泉のよさを体験してもらい、「また行きたい」という自

発的に活動する意識を高める。 

c. 地域資源の公募 

 参加者には、事前に「青い森鉄道沿線 私の一押し ツアー・ルート」と「青

い森鉄道沿線 私の絶景ポイント」のアンケート調査に答える形で地域資源を

「オススメの見所」として紹介してもらう。 

d. 特産品の利用 

地元特産品を利用した郷土料理を昼食に取り入れた。さらに「東北町特産品

いろいろ詰め合わせセット」と「モール温泉入浴チケット」を景品として活用

した。これにより、地元食への興味を喚起し、地域資源としての食や温泉資源

について考える機会となる。 

e. 史跡・絶景ポイント巡り 

 奥州街道・石碑・鉱山トロッコ跡などをバスで巡り、途中の絶景ポイントな

ども視察し、地域について沿線住民が学べる機会を設ける。 

f. ミニ・ワークショップの実施 

 ミニ・ワークショップを行い、今回のバス・ツアーに参加してみた感想や

改善点などを挙げてもらい、実際にツアー・ルートとして商品化するにあた

っての問題点などを検討する。 
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4444    取組取組取組取組のののの検証検証検証検証        

上記 3 の体験観光ルートを事業関係者以外の者（部外者）を対象に、市町村広報・

新聞記事・チラシなどを通して広域的に参加者を公募し、参加者自身が推薦するルー

トを実際に考えた上で応募してもらい、当日の参考ルートを体験してもらった。 

当日は、青森市・八戸市・十和田市・三沢市・おいらせ町・野辺地町・東北町・七戸

町・五戸町から関係者を含め５０名を超える参加があった。 

 

  4444－－－－1111    観光観光観光観光ルートルートルートルート事業事業事業事業のののの実施結果実施結果実施結果実施結果    

  検証結果は以下の通りである。 

a. 観光ルートめぐり 

11 月８日（日）午前 10時、ＪＲ東北線乙供駅に集合し、バスで以下の地

域資源を巡った（以下ルート見学時の写真）： 

二ツ森貝塚→ふれあい村→ミス・ビードル号記念広場→道の駅みさわ→小

川原湖水辺広場→蒼前平一里塚→大銀南木→道の駅しちのへ→七戸城跡な

ど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二二二二ツツツツ森貝塚森貝塚森貝塚森貝塚    

ミスミスミスミス・・・・ビードルビードルビードルビードル記念広場記念広場記念広場記念広場    

二二二二ツツツツ森貝塚森貝塚森貝塚森貝塚    

大大大大銀南木銀南木銀南木銀南木    

大大大大銀南木銀南木銀南木銀南木    

二二二二ツツツツ森貝塚森貝塚森貝塚森貝塚    

蒼前平一里塚蒼前平一里塚蒼前平一里塚蒼前平一里塚    

道道道道のののの駅駅駅駅「「「「みさわみさわみさわみさわ」」」」    

ミスミスミスミス・・・・ビードルビードルビードルビードル    

記念広場記念広場記念広場記念広場    

七戸城跡七戸城跡七戸城跡七戸城跡    東門東門東門東門    
七戸城跡七戸城跡七戸城跡七戸城跡    東門東門東門東門    
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茅葺き家屋「まなか」にて郷土料理の昼食をとり、ミニ・ワークショップを行

った。また事前アンケートでの入選者には、表彰式にて「パッケージ・ギフト」（モ

ール温泉入浴チケット綴り+東北町特産品いろいろ詰め合わせセット）が贈られた。

尚、参加者にはもれなく「モール温泉入浴チケット」が配布され、帰宅時に温泉

を楽しめるように工夫した。 

 

 

                     

  

 

    

 

 

 

 

 

 

b. 事前アンケート 

事前アンケート調査において、 

・「青い森鉄道線沿線 私の一押し ツアー・ルート」 

・「青い森鉄道線沿線 私の絶景ポイント」 

というテーマで、観光コースと地域観光資源の調査を行った。参加者から様々

な見所として地域の紹介があり、新しい地域資源発掘の一助となった。結果

は次の通り： 

 

� 「青い森鉄道線沿線 私の一押し ツアー・ルート」 

 

＜＜＜＜観光観光観光観光コースコースコースコースとしてとしてとしてとして挙挙挙挙げられたげられたげられたげられた    ツアーツアーツアーツアー・・・・ルートルートルートルート＞＞＞＞    

 

農業や料理などの体験もできるコース 

� 七戸町 ローズ・カントリー→温泉→農業体験→遺跡ルート 

� モール温泉に湯治（二泊三日）してのんびりし、その合間に郷土料理の

講習、奥州街道松並木の散策などでのんびりと楽しむ 

歴史を知るコース 

� 蒼前平一里塚→七戸町銀南木→道の駅「しちのへ」→七戸城跡 

季節が限定される（季節のものを活用した）コース 

� 七戸町「天王神社のつつじ」（5 月には花がすごく綺麗）→野々上「人形

食事中食事中食事中食事中    

表彰式表彰式表彰式表彰式    ミニミニミニミニ・・・・ワークショップワークショップワークショップワークショップ風景風景風景風景    

東北町東北町東北町東北町    

みどりのみどりのみどりのみどりの大地大地大地大地ととととロマンロマンロマンロマンのののの森公園森公園森公園森公園    

茅葺茅葺茅葺茅葺きききき家屋家屋家屋家屋「「「「まなかまなかまなかまなか」」」」    
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の館」で人形作り体験→七戸「山勇」で郷土料理→古い町並み見学 

� 七戸町「盛田牧場」の菜の花畑→天王神社のつつじ→諏訪牧場の馬 

� 小湊駅から歩いていける白鳥飛来地→上北町駅から歩いていける小川原

湖→野辺地駅から歩いていける百年食堂「松浦食堂」で茶粥→乙供駅から

歩いていける東北温泉→三沢駅から歩いていける青森屋で浮湯とホッキ丼 

� 青森市（浅虫温泉地区） 大島のカタクリ、ホタル湖、旅館をセットし

た観光コース 

既存の施設を見学・周遊するコース 

� 七戸町「家族旅行村」→ローズ・カントリー→わんだむらんど 自然観

察・散歩など、癒しを体験できる 

� 車窓から見える小川原湖、ふれあい村のケビンハウス→三沢駅から十和

田観光電鉄で十和田市現代美術館へ（花模様の馬、巨大な女性の彫刻等々、

子供も楽しんでもらえる現代アート） 

 

＜＜＜＜コースコースコースコースにににに取取取取りりりり入入入入れたいれたいれたいれたい場所場所場所場所としてとしてとしてとして挙挙挙挙げられたげられたげられたげられた    観光観光観光観光ポイントポイントポイントポイント＞＞＞＞    

 

食べる 

� さんのへ川の驛（喫茶店） 

故人の廃品を使って作ったあたたかい作品。建物がロボットの顔のようでユ

ニーク。たるを使った二人用の図書室。ＢＧＭは「ふるさと」などの懐かし

い歌が流れ、時間を忘れてずっといたくなる店。 

� 大安食堂 八戸市青葉三丁目 2-2 Ｆシャトレット１Ｆ 

古い年代の給食の食器で食事を出してくれる。水は昔懐かしい水筒で。お弁

当箱（銀）にご飯を入れて出してくれる。鶏料理、甘い卵焼き、カレーが美

味しい。（店のトレードマークのかわいいニワトリの旗付き） 

子供と楽しめる 

� 平内 夜越山 子供の遊び場として 

史跡・歴史を知る 

� 蒼前平一里塚 

� 七戸城跡 

� 二ツ森貝塚 

� 七戸町 銀南木 

� 三戸城 弘前と並び県内でも城を散策できる場所 

� 七戸町（七戸城跡）整備状況が良い（ＪＲ東日本の協力による） 

� 南部町（法光寺）法光寺五重塔 義経伝説気分が味わえるコース 

土産品などショッピングする 

� 道の駅「しちのへ」 
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景色を見る 

� 七戸城址の高台から見える七戸町（七戸地区）全体の風景 

� 浅虫海岸より青森までの間 

� 上北町駅周辺 昔と比べ、駅前が静か過るが、小川原湖の白鳥や素敵な

道の駅もある 

� 三沢駅～上北駅間に見える美しい小川原湖の風景 

散策する 

� 浅虫森林公園 遊歩道のコースが色々あり、歩きやすく草花も野鳥にも

出会える 

� 小川原湖散策 沿線上の八甲田の景色が良い 

� 小川原湖 湖畔の散策ができ、特産品のおみやげ物も買い物できる 

 

� 「青い森鉄道線沿線 私の絶景ポイント」 

 

＜＜＜＜列車列車列車列車からのからのからのからの景色景色景色景色としてとしてとしてとして挙挙挙挙げられたげられたげられたげられた    車窓車窓車窓車窓からのからのからのからの絶景絶景絶景絶景ポイントポイントポイントポイント＞＞＞＞    

 

野辺地～浅虫～青森 むつ湾の景色 

� 浅虫から青森にかけての海岸 

� 列車の窓から見える浅虫の海 

� 浅虫温泉郷から見た海 

� 浅虫温泉周辺 車窓から見える夕日 

� 野辺地から青森に向かう景色 

� 青森市土屋トンネル手前（下り列車）からのむつ湾 遠くに青森市街の   

明かり（眺め）が美しい（特に夕方から 9 時ごろまでの列車） 

� 浅虫 大島・亀島 

� 野内駅からのトンネル前後に見えるむつ湾 

下田鉄橋からの風景 

� 下田駅の鉄橋から見える景色 

新幹線並行区間 

� おいらせ町～八戸駅間における新幹線の並行区間 

八甲田・釜臥山・階上岳など 山の風景 

� 車窓から見える八甲田山脈 

� 小柳駅付近からの八甲田山 

� 八戸駅以南の車窓から見える階上岳 

� 平内町の沿線から見える釜臥山 

田園風景 

� 三沢から小川原にかけての田園風景 
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小川原湖 

� 上北町から小川原の小川原湖 

駅周辺の建物 

� 三沢駅から眺める青森屋の建物群 

 

＜＜＜＜車車車車でででで行行行行ってってってって楽楽楽楽しめるしめるしめるしめる景色景色景色景色としてとしてとしてとして挙挙挙挙げられたげられたげられたげられた    降降降降りてりてりてりて楽楽楽楽しむしむしむしむ絶景絶景絶景絶景ポイントポイントポイントポイント＞＞＞＞    

 

歴史・史跡 

� 蒼前平一里塚 

� 七戸町 銀南木 

� 七戸城跡 

土産品など買い物 

� 道の駅「しちのへ」 

山・海・湖・花などの自然 

� 八甲田山 

� 湖 

� 海 

� 四季の花 

 

c.ミニ・ワークショップ 

ミニ・ワークショップにおいて、実際に巡った体験観光ルートについて以下の

項目別に調査を行い、参加者から様々な意見が寄せられた。 

・ バス・ツアーのコース内容についての感想 

・ ツアーで一番印象に残った場所 

・ バス・ツアーの所要時間について 

・ バス・ツアーで将来的に紹介してもらいたい場所など 

・ 今回のようなバス・ツアーの参加費（昼食代含む）について 

・ 昼食バイキングについて 

・ 昼食バイキングで特に美味しかったものランキング 

・ モール温泉宿泊パック（バス・ツアー/温泉）ツアーの価格設定について 

・ 参加者の年齢・職業・住所（市町村）など 

 

結果は次の通り： 
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� バス・ツアーのコース内容についての感想 

 

年 代 別 
全 体 

～20 30～40 50 60～ 年齢不明 コース内容 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

大変良かった 17 39% 3 75% 4 31% 5 50% 4 27% 1 50% 

良かった 24 55% 1 25% 7 54% 4 40% 11 73% 1 50% 

どちらとも言えな

い 
3 7% 0 0% 2 15% 1 10% 0 0% 0 0% 

あまり良くなかっ

た 
0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 

合計 44 100% 4  13  10  15  2  

 

意見など 

もっとゆっくり見学したかった （バス移動時間が長く、見学時間が短かった） 

� バスに乗っている時間が長すぎた 

� バスに乗っている時間が長く、見学時間が短かった 

� 見学に時間があと 10分くらい欲しいと思った 

� 一箇所ごとの時間が詰まっていた 

� 時間に追われて少し慌ただしかった 

� 盛りだくさんかな？ 

ポイント： 降りて見学する時間にゆとりを設けることが必要。短いと満足

感が得られにくい。 

ガイド付きで分かりやすかった 

� 分かりやすくてとても良かった 

� ガイドが有難かった。 

ポイント： ガイドがあることで観光資産としての価値が高まる。 

普段いけない場所に行けた 

� 普段家族ではいけない場所に行けたのが良かった。 

� 全く自分では行かないところに行けたのが良かったです 

� 企画に参加しなければなかなか回れないコースだったので、楽しめまし

た 

� 南部地方はあまり知識がなかったので、とても印象深かった 

� 色々なところを見学できてよかったです 

ポイント： 自分たちでは行きにくいところへ行けることに価値。 

身近に良いところがあることを知った 



12 

 

� 身近なところに初めてのところがあった 

� 「こんなところがあったのか！」と驚きでした（各所）。 

� 近くに住んでいるのにあまり見たことがなかったので、色々見られてよ

かったです 

� 地元にいても知らないところがいっぱいでした 

� 近くに住んでいてもなかなか見学することがなかったので楽しい一日で

した 

� 私にとって初めての出来事。町の良いところを一つも知らなかったこと

です 

ポイント： 地元住民であっても地元を知らないということを自覚すること

が観光化への第一歩。観光ガイドを育成していく上で、「知ること」を通して

地域への知識欲をさらに高め、住民みんなが自然なかたちでガイドになって

いくように地元の良さをアピールすることが大事。観光地となっていくこと

への意識づくり。 

道の駅を入れること ショッピングも観光の一部 

� 最後に「道の駅」を入れると良かったのでは？ 

ショッピングも観光の大事な要素。特産品に出会える「道の駅」は地域の文

化（食など）を紹介する一助に。 

その他 

� 楽しかったです 

� 天気も良くてとても良かった 

� 良い体験をしました 

 

� ツアーで一番印象に残った場所 

 

東北町 

� 茅葺き家屋「まなか」 ８ 

（料理も和風で美味しかったです）  

� 蒼前平 一里塚    ６ 

� 二ツ森貝塚      ２ 

� 小川原湖       １ 

街道沿い 

� 奥州街道と松並木   ４ 

七戸町 

� 七戸町 大銀南木   ９ 

� 七戸城跡       ２ 

三沢市 
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� ミス・ビードル号記念広場（浜辺） ２ 

臨場感がありました。ここから飛び立ったんだー。 

� 仏沼           １ 

� 三沢方面 道の駅みさわ  １ 

印象に残った場所として、１番に七戸町の銀南木、2 番に食事をした「まなか」

が挙げられた。観光における食事の重要度が表れている。 

 

 

� バス・ツアーの所要時間について 

 

年 代 別 
全 体 

～20 30～40 50 60～ 年齢不明 
バス・ツアー      

所要時間 
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

短かった 6 14% 1 25% 4 31% 1 10% 0 0% 0 0% 

ちょうど良かった 27 61% 2 50% 5 38% 6 60% 12 80% 2 100% 

長かった 9 20% 0 0% 3 23% 3 30% 3 20% 0 0% 

未回答 2 5% 1 25% 1 8% 0 0% 0 0% 0 0% 

合計 44 100% 4  13  10  15  2  

 

意見など 

見学場所が多く、滞在時間が短かった 

� 範囲が広く、移動が多いのが残念 

� １ヶ所に留まる時間が短いので、２ヶ所くらい減らして少し滞在時間を

延ばせばゆっくりできた 

� 盛りだくさんで見学時間が少し忙しかった 

� 見学場所が少し多かった 

� 一箇所での散策時間をもっとゆっくりとって欲しい 

� 一箇所の散策時間が短かったような感じがしました 

� 2 時間が良いと思う 

� 長かったので、次が温泉に入って一泊だともっと良いです 

� 少し疲れました 

� 少し長いと感じました 

沢山周遊するよりも、時間をかけて数箇所巡ったほうが満足度が大きい。 

季節的な日照時間の問題点 

� 日暮れが早いので 3時に終了して欲しい 

季節的な時間制約が課題。冬場は室内で楽しめる要素を取り入れるか？ 
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バス席にゆとり必要 

� バスが合席 補助席で乗っているだけでぐったり疲れた 

バス乗車時もゆったりとできる環境づくりが大切。 

普段見られない場所 

� 普段見られない景色が見られてよかったです 

� 三沢のベースの中に入れたら又良かったかな 

個人では見られない場所に観光価値あり。観光場所の枠をもっと広げるには、

地域団体などとの連携必要。 

子供連れの問題点 

� バスの中で子供たちがやたらうるさくて説明が聞こえにくく、親が注意

するべきだと思いました 

年齢層が課題。子供連れの若い世代、年配など、年代ターゲットをしぼって

ルートづくりをすることも必要。 

団体ツアーでの利点 コミュニケーション 

� 皆さんとコミュニケーションがとれた 

人との出会いも観光の大きな要素。コミュニケーションのよくとれる観光は、

楽しみも大きい。 

 

� バス・ツアーで将来的に紹介してもらいたい場所など 

 

子供連れにも配慮した場所選択 

� 子供の遊べるスポットを１ヶ所取り入れてほしい 

七戸町 

� 地元 七戸町 

� つつじの有名なところ（七戸町天王神社だと思われる）２ 

� 七戸町 ローズ・カントリー 

東北町 

� 地元 乙供 

� 坪の石文など 

六ヶ所村 

� 六ヶ所 

野辺地町 

� 野辺地町 常夜燈 

十和田・七戸 

� 八甲田方面 

狭い範囲でゆっくりできるところ 

� 一箇所でも範囲を広げて良いところ 
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未知の場所 

� 行ったことのない所 

知っているが、あらためて見て新鮮な場所 

� 日ごろ、何気なくても目にしているものが今日は新鮮だったので、そん

な所。 

 

� 今回のようなバス・ツアーの参加費（昼食代含む）について 

 

年 代 別 
全 体 

～20 30～40 50 60～ 年齢不明 
バス・ツアー  

妥当な参加費用 
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

2,000 円 30 68% 3 75% 9 69% 8 80% 9 60% 1 50% 

2,500 円 5 11% 0 0% 1 8% 1 10% 3 20% 0 0% 

3,000 円 8 18% 0 0% 3 23% 1 10% 3 20% 1 50% 

未回答 1 2% 1 25% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 

合計 44 100% 4  13  10  15  2  

 

 意見など 

観光におけるランチの重要度 

� ランチが美味しかった 

� 食事は満足 

� 昼食は地元の食材が美味しかった 

ゆったり時間を設けることも観光価値 

� 有料なら、もう少しいる時間をとっていただきたかった（各２０分程度） 

� 昼食後 自由時間を３０分くらい付けて欲しい 

ガイド説明の価値 

� ガイドの説明が良い 

不況で価格も大きなプラン基準 

� 2,000～2,500 円が良いと思います 

� 安いほうが良い 

� 生活が苦しいので、安ければ参加したいです 
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� 昼食バイキングについて 

 

年 代 別 
全 体 

～20 30～40 50 60～ 年齢不明 昼食バイキング 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

大変良かった 19 43% 1 25% 7 54% 5 50% 5 33% 1 50% 

良かった 24 55% 2 50% 6 46% 5 50% 10 67% 1 50% 

どちらとも言えな

い 
0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 

あまり良くなかっ

た 
0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 

未回答 1 2% 1 25% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 

合計 44 100% 4  13  10  15  2  

 

意見など 

昼食の品数とボリューム 

� お腹いっぱいになり、とても美味しく沢山の種類もあり、また来たい！！

食べたいです。 

� お腹いっぱいでした。ご馳走様でした。 

� 一品の量を少し多くして欲しい 

� 大変美味しくてよかったです 

� とても美味しくご馳走様でした まなかの皆さん有難うございました 

� デザート一品あれば良いな・・・ 

料理をいただくこと自体が料理講習→地産地消へもつながる 

� 長いもあんかけ煮が自分のレシピに取り入れられそう 

旬の食材を工夫して手作り 

� 手作り感が伝わった。旬のものをよく調理していました。 

� 食材の工夫が良い 

� 長いもジュースがとても美味しかった 

� 漬物が美味しかった 

地元の食材で安全安心 

� 地元の材料を使っているので安心 

� 地元の食材を活かしていて大変参考になりました 

� 地域の農産物が美味しかった 

参加者の各年齢層（子供～お年寄り）に向けた献立と会場作り 

� 子供にうけるものも欲しい 
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� すみません。子供連れだったので、大人は美味しかったですが、子供向

けの料理を一品くらいあったら嬉しかったです 

� 長いもジュースの砂糖もう少し控えめでは？（60代以上） 

� 食事会場が暗かった（60代以上） 

珍しい食材 

� サルナシをそのままで食べられて嬉しかった。 

� コクワ初めて食べました美味しかったです 

� 変わった果物が美味しかった 

団体行動で問題化される待ち時間 

� 人数が多いと待ち時間があり、限られた時間内で食事するのが慌ただし

かった 

 

� 昼食バイキングで特に美味しかったものランキング 

 

� 長いもすいとん     32％ 

� 長いもジュース     19％ 

� 長いものそぼろあんかけ 17％ 

� さばの味噌煮      11％ 

� かぼちゃケーキ     9％ 

� とろろ芋        ４％ 

� つけもの        ２％ 

� ご飯          ２％ 

� 全部          ４％ 

 

� モール温泉宿泊パック（バス・ツアー/温泉）ツアーの価格設定について 

 

年 代 別 
全 体 

～20 30～40 50 60～ 年齢不明 
温泉宿泊パック 

妥当な金額は？ 
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

10,000 以下 37 84% 3 75% 12 92% 8 80% 12 80% 2 100% 

12,000 以下 4 9% 0 0% 1 8% 1 10% 2 13% 0 0% 

15,000 以下 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 

未回答 3 7% 1 25% 0 0% 1 10% 1 7% 0 0% 

合計 44 100% 4  13  10  15  2  
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価格はサービス内容によって納得か？ 

� 5,000 円 

� 一泊二食バス・ツアーで 8,000 円くらいだと嬉しいです 

� 9,500 円 

� 10,000 円だと良いのでは？ 

� 二食ついて 10,000 円以下なら参加したいです 

� 内容により。15,000 円でも良いです 

� 夜はビールなど付けて欲しい 

� 色々なコースが楽しめそう 

 

� 参加者の年齢・職業・住所（市町村）など 

� 年齢 

～20 代      9%    30～40 代   30% 

50 代      23％    60 代～     34％ 

未回答        ４％ 

� 職業 

会社員    20％    自営業    ７％ 

公務員    11％    その他    55％ 

未回答    7％ 

� 市町村 

七戸町      42％   青森市      16％   

おいらせ町  11％    三沢市      9％ 

東北町      ８％   十和田市    8％    

八戸市      2％    野辺地町  2％ 

五戸町    2％ 

 

  4444－－－－2222    観光体験観光体験観光体験観光体験ルートルートルートルート事業事業事業事業のののの実施効果実施効果実施効果実施効果    

上記①の実施結果から以下のような実施効果が得られた： 

 

a. マイ・レール意識の醸成 

� 鉄道沿線のツアー・ルートを参加者が事前に「鉄道を念頭において」考え

て応募し、当日のバス・ツアーで「駅を起点として」沿線の観光資源を実

際に巡ってみることにより、鉄道に対する意識を高められた。また、案内

チラシにもこの事業の目的を提示し、意識的に「青い森鉄道」のあり方を

探る機会となり、結果として地域住民の将来の「青い森鉄道」に対するマ

イ・レール意識が醸成された。 
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b. 観光地化への意識を高める 

� 普段何気なく見ている沿線の場所を観光資源として捉えて作成した試作

観光ルートを体験したことにより、青い森鉄道線沿線に価値のある観光資

源が存在すること知り、観光地化していく地域への意識を高められた。 

 

c. 新たな観光資源の発掘 

� 観光資源は新たに作るものではなく、「すでにここにあるものをどう観光

資源として活用していくか」にあることが理解された。史跡などもただ見

るだけではなく、「ガイド説明」があることにより付加価値が生まれ、観

光客の満足度も高まることが理解された。 

� 事前アンケート調査において、おすすめの場所を参加者自ら事前に発掘し

てもらい、他人に紹介したい観光ルートを考えてもらった。それらの場所

などを結びつけることで観光ルート化でき、普段自分が好んで行く場所に

観光資源としての価値があることを認識してもらう機会となった。 

 

d. 地域活性化への原動力 

� 本事業で地域住民が「観光」という切り口から地域を知り、それを周囲に

波及効果的に伝えていき、『自分たちの住んでいる地域にはこんなに良い

ものがあるよ』と自覚することで、地域が活性化される原動力となった。 

� 参加者からはもっと地域を知りたいという声も聞かれ、地域資源に対する

意識が高められたことがうかがえる。こうした意欲は、地域活性化へとつ

ながっていくと思われる。 

 

e. 観光資源としての郷土食や地元農産物・特産物 

� 特産物を工夫して使った郷土料理を昼食に活用することにより、地元食の

良さや田舎ならではの雰囲気を味わってもらい、地元の良さを再認識して

もらった。また「食」も観光資源であることを認識する機会となった。 

� また、創作郷土料理を食することにより、家庭でその味を取り入れてみよ

うという意識も育てられ、将来的な地産地消の活性化にもつながると期待

される。 

 

f. 温泉資源の活用 

� この地域特有の全国でも珍しい「モール温泉」を活用し、温泉入浴チケッ

トを参加賞・入選賞品などに取り入れた。本地域には温泉が多数点在する

ことから、地域住民は日常的に温泉を利用する者が多く、温泉入浴チケッ

トも何気なく普段から使用されている。その入浴チケットを本企画の目玉

に取り上げることにより、観光という観点から普段利用している温泉施設
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を見ることができるように工夫した。 

� 観光では、温泉といえば「宿泊」と連想されるが、この地域では家庭の浴

室と同程度に認識・利用されているため、地域住民に、温泉がたくさん存

在することの稀有さと有難さを実感していただく機会となった。 

 

  4444－－－－3333    実施結果実施結果実施結果実施結果をををを総括総括総括総括したしたしたした反省点反省点反省点反省点・・・・改善点改善点改善点改善点などなどなどなど    

a.反省点 

� 沿線各地の観光資源を多く知ってほしいという観点から、ポイントごとの

滞在時間が短く、満足が十分得られない感があった。 

� 若年～年配まで参加者の年齢に幅があり、年齢により食事内容に好みがわ

かれたため、改善が必要。 

� 子供向けの料理が無い、子供が楽しめる場所がない、子供がうるさいなど、

子供に関する苦情が寄せられた。年齢層を限定して参加募集したほうがよ

いのではないか？ 

� 地域の事業団体・施設などとの連携強化が必要。 

 

b. 改善点 

�  時間的（見学/食事時間）・物理的（バス席など）に余裕あるプログラム

づくりが求められる 

� 参加者の年齢を制限してプログラムを組むことや、あらゆる年齢向けのプ

ログラムも考慮する 

� 経済状況（不況）から、参加費などの費用への考慮も必要 

� 地域団体・施設などとの連携を強化し、観光客の受け入れに対する意識を

高め、青い森鉄道線沿線の活性化につなげるよう呼びかける。 

 

5555    取組取組取組取組をををを踏踏踏踏まえたまえたまえたまえた展開展開展開展開        

        5555－－－－1111    体験観光体験観光体験観光体験観光ルートルートルートルートのののの開発状況開発状況開発状況開発状況 

今回までに行われた地域資源発掘結果とバス・ツアーなどで寄せられた意見を元

に、以下の要素を組み合わせ、各年齢層に向けた観光ルートを試作する： 

(ア)温泉（日帰り・宿泊・温泉効能） 

(イ)郷土食（伝統料理・創作料理） 

(ウ)史跡・遺跡・遺物・歴史・偉人 

(エ)地元の特産物などの土産物（道の駅など） 

(オ)山・海・湖・花などの自然や景色 

(カ)観光ガイドを含む「人」 

(キ)農業体験 

(ク)料理体験 
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(ケ)手作り XX体験（リースや人形作りなど） 

(コ)地域のイベントへの参加 

 

実際のコースとして次のようなものが挙げられる： 

① 「子育て世代」 小さな子供と一緒にお楽しみコース 

親子が一緒に遊べて、子供向けの食事も楽しめるコース。夜越山、七戸町家族

旅行村、十和田市高森山公園など、小さな子供向けのレクリエーション施設・温

泉・食などを組み合わせる。 

② 「ミドル・エイジ」 明るく元気 & ホット・スパ コース 

子育てが終わった（子供が高校生くらいになった）世代、子供がない家庭、独

身者などに向けたコース。小川原湖や天王神社のつつじなどを散策しながら楽し

み、ローズ・カントリーでの体験や農業体験も取り入れて、歩くなど身体を動か

して満足度を高め、ボリューム感のある食事と温泉を組み合わせる。 

③ 「ゆったり世代」 スロー・ライフ健康食 & ホット・スパ コース 

一ヶ所滞在型で、あまり移動時間を設けず、滞在場所付近で見る・聞く・話す・

学ぶなど、人とかかわることで充実するコース。伝統的な郷土料理を多く提供し、

品数は多いけれどカロリー控えめな食事を取り入れ、滞在しているうちに健康に

なってもらうよう温泉と組み合わせる。 

④ 「女性グループ向け」 美容と健康 ダイエット コース 

温泉に重点を置き、温泉と食事で綺麗になるコース。様々な効果のある温泉を

はしごしながら、精進料理的な郷土料理を提供し、温泉効果で綺麗になり、さら

に食事でやせるように設定。温泉の効果と「医食同源」の食効果を学ぶ機会も設

ける。 

 

また、これらのコースには青い森鉄道を利用した場合に特典が得られるよう、鉄道・

駅を起点とした仕組み作りを行う。 

 

5555－－－－2222    今後今後今後今後のののの展開方針展開方針展開方針展開方針    

今後の展開方針として、上記 4－3 の反省点・改善点を踏まえながら、次の項目に

関する考察をより深めた上で、新たな体験観光ルートを開発していく。 

a. 各年齢層に向けたルート仕分け 

b. 沿線の団体・事業者との連携強化 

c. 地域資源の連携 

d. 経済状況（不況）の鉄道利用への影響 

e. 地域活性化へと繋がる原動力は何か 

f. 新たな資源発掘と既存施設の観光資源化への考察 

g. 将来的な青い森鉄道線利用の可能性（通勤・通学・観光） 
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h. 人を動かすのは人であることと観光との繫がり 

i. 鉄道の利点・魅力 

j. 観光ガイドの育成への取り組み 

    

6666    終終終終わりにわりにわりにわりに        

  昨年度から 2 度にわたり実践的実験的に体験型観光プランづくりを行ってきたが、上

記に上げた課題をクリアするのは実践を重ねていくほかに手段はない。従って我々ＮＰ

Ｏ法人アルキメデスは、その課題をクリアしながら東北町のみならず、上北地域の地域

づくりを「地域のほこり」と「もてなしのこころ」をもって進めていきたい。観光プラ

ンづくりの中にも地域教育があり「地域のほこり」の形成につながり、そのことが来訪

する観光客へ「ほこり」をもった「もてなし」へとつながると考える。我々アルキメデ

スはわかりやすい科学的思考を通して地域づくりをより強い意志で進めていきたい。 
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７７７７    そのそのそのその他他他他    案内案内案内案内チラシチラシチラシチラシ・・・・広報広報広報広報などなどなどなど            

（１） ＜案内チラシ＞ 

（おもて）
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（うら） 
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（２） ＜新聞掲載、広報関連＞ 

    「モール温泉」私だけの一日の告知は、東北新聞社２００９年１０月２０日（火）、東奥日

報社 ２００９年１１月４日（水）デーリーに掲載されると共に、各市町村広報誌に掲載さ

れ、当日の活動としてデーリー東北新聞社 ２００９年１１月１１日（水）に記事掲載されま

した。 

 

                                     市町村広報 掲載願い                         
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（３） ＜当日配布資料など＞ 

   当日配布しおり（裏・表） 
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当日体験観光ルート 場所説明 


